
６月14日

　町健康こども
課子育て支援セ
ンター「ひなた
ぼっこ」と地域お
こし協力隊の生
永隊員が６月14
日、泉ふれあいセ
ンターで出張あ

そびの会を開催しました。車がないので遠くまで遊びに行
けない。歩いて行けるあそび場が欲しい。などの声から昨
年10月に始まり、今回で６回目となりました。年齢の近い
親子の出会いや繋がりをつくることも目的のひとつで、こ
の日は９組の親子が参加。こどもたちは手づくりおもちゃ
を笑顔で楽しんでいました。

親子のあそび場を提供
出張あそびの会を開催

み
ん
な
で
仲
良
く

６月17日

　町ふるさと
歴史館の学芸
員である津久
井薫さんが６
月19日、学芸
員講座を町公
民館で開催
し、58人もの

参加者が集まりました。
　今回で３回目の講座は「阿寒摩周国立公園から見る弟子
屈の歴史」と題し、国立公園指定の歴史やなぜ阿寒、弟子屈
が国立公園に指定されたのかなどをわかりやすく解説。参
加した皆さんは真剣に耳を傾けていました。

阿寒摩周国立公園について学ぶ
学芸員講座を開催

学
芸
員
講
座
の
様
子

６月19日

　釧路人権擁護委
員会主催の人権の
花運動が６月19日、
弟子屈小学校（渥美
清孝校長）で行われ
ました。
　この運動は、花を
育て思いやりの心

を育むことを目的に行われ、贈呈式では、同委員会から花
の苗50株が贈呈されました。その後、５年生と町人権擁護
委員の方々でプランターに苗を植えました。
　町人権擁護員の日下部さんは「花を大切に育て、命の大
切さを学んでほしい」と話していました。

思いやりの心を養う
人権の花運動を実施

花
の
苗
を
植
え
る
様
子

素敵な作品の数々
弟子屈郵便局で同時開催

　弟子屈郵便局（藤原将
男局長）では、６月17日
～７月５日、石橋和美さ
んの「木工作品展」と７
月１日～31日、「村上ま
さる・浦田マルニー二人
展～美しい弟子屈～」が
開催されました。

　木工作品を制作した石橋さんは、庭にあったオンコの枝
や河川などにある流木を利用した作品をたくさん展示さ
れていました。
　写真展を行った村上さんと浦田さんは、弟子屈フォトコ
ンテストで受賞するなどさまざまなコンテストで入選さ
れている写真家の方々です。今回は町内の素敵な風景写真
を展示していました。

美
し
い
写
真
の
数
々

６月17日～７月31日

６月22日

　町花いっぱい
運動推進会（西
崎勉商工会青年
部長）は６月22
日、国道243号沿
いの鈴蘭地区交
差点で美化活動
を行いました。

花いっぱいフラワーロード事業は町の景観向上を目的に
商工会青年部・女性部が中心となり、2005年から行われて
いる事業で今回16団体、約50人が約2800株のマリーゴール
ドなどを植栽し、道路脇が色とりどりの花であふれる景観
になりました。

花にあふれた環境づくり
花いっぱいフラワーロード事業を実施

き
れ
い
に
植
栽
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町
消
防
創
設
1
0
0
周
年
記
念
式
典
が
6
月
22
日
、
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
消
防
は
、
1
9
2
4
年
5
月
に
公
設
弟
子
屈
消
防
組
と

し
て
腕
用
ポ
ン
プ
1
台
と
消
防
手
30
人
で
発
足
し
、

1
9
3
2
年
に
は
川
湯
消
防
組
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
に
は
、
弟
子
屈
と
川
湯
の
両
消
防
団
が
統
合

し
、
町
消
防
団
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
弟
子

屈
町
、
標
茶
町
、
鶴
居
村
で
構
成
す
る
釧
路
北
部
消
防
事
務

組
合
（
德
永
哲
雄
組
合
長
）
が
、
釧
路
北
部
地
区
の
消
防
活

動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
式
に
は
、
德
永
組
合
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
1
8
0
人
が

出
席
。
式
の
中
で
德
永
組
合
長
は
「
町
民
や
観
光
客
を
守
る

た
め
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
強
靭
な
消
防
体
制
の
構
築
が
必

要
。
釧
路
管
内
の
各
市
町
村
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た

い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の

1
0
0
年
の
あ
ゆ
み
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
す
る

ほ
か
、
数
々
の
功
績
を
た
た
え
、
27
個
人
6
団

体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
藤
田
茂
団
長
は
「
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
1
0
0
周
年
。
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
は
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
な
ど
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
（
德
永
哲
雄
会
長
）
の

総
会
が
、
６
月
12
日
、
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

議
会
は
、「
誰
も
が
自
慢
し
誰
も
が
誇
れ
る
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
り
、
各
部
会
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
に
は
德
永
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
や
関
係
者
ら
約
30

人
が
参
加
し
、
各
専
門
部
会
か
ら
は
、
今
後
実
施
し
て
い
き

た
い
取
り
組
み
な
ど
を
協
議
し
た
ほ
か
、
昨
年
度
の
活
動
報

告
や
収
支
決
算
、
新
年
度
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
の
中
で
德
永
会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
中
心
市

街
地
や
川
湯
温
泉
の
再
整
備
な
ど
で
、
町
全
体
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
。
今
の
時
代
に
合
っ
た
、
よ
り
良
い
団
体
、
活

動
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

誇れるまちを目指して

先人への感謝と
未来に向けて

てしかがえこまち推進協議会総会を開催

町消防創設100周年記念式典を開催

感謝状の贈呈

德永会長による挨拶

各部会からの活動報告

德永組合長による式辞
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７月12日、22日

　北海道ＬＰ
ガス協会釧路
支部（平山晴
章支部長）の皆
さ ん が７月４
日、弟子屈小学
校（渥美清孝校
長）５年生に

ファイヤー学習を行いました。人間と火との関りなど理解
を深めてもらおうと毎年実施しているもので、同支部弟子
屈分会の青木浩二会長など９人が来校し、ＬＰガスにつ
いて説明しました。その後の火おこし体験にも児童は真剣
に取り組んでいました。

火について学ぶ
ファイヤー学習を実施

一
生
懸
命
火
お
こ
し

７月４日７月４日

　（一社）北海道ＬＰガ
ス協会釧路支部弟子屈
分会（青木浩二会長）は
７月４日、災害支援機
材としてガス赤外線ス
トーブ２台、専用ガス

コード２本を町に贈呈しました。
　これは、平成22年11月に締結した「災害等の発生時にお
ける災害対策協議会の応急・復旧活動の支援に関する協
定」によるもので、これまでにも災害支援機材の寄贈を行
ってきました。
　青木会長は「災害時にぜひ使ってほしい。」と話していま
した。

災害時に備えて
災害支援機材の贈呈式を開催

今
回
寄
贈
さ
れ
た
ガ
ス
赤
外

線
ス
ト
ー
ブ

７月９日

　釧路・リバー・プロテ
クション・21の会（川村
利明会長）によるヤマ
ベの稚魚の放流が７月
９日、釧路川ふれあい
広場で行われました。
　同事業は、平成21年

から魚類資源の回復のために行われており、釧路開発建設
部釧路河川事務所（西藤浩二所長）や町、こども園ましゅう
（鈴木幸榮園長）の園児25人の手により釧路川に放流され
ました。
　川村会長は、「近年、ヤマベの数は顕著に減少している。
どこの場所でも釣りができるように１００年後の環境を
守りたい。」と話していました。

100年後の環境保全を
こども園の園児がヤマベの稚魚を放流

放
流
を
す
る
園
児
た
ち

　釧路人権擁護
委員会主催の
人権教室が７月
12日 川 湯 小 学
校（山舘孝志校
長）、同22日弟子
屈小学校（渥美
清孝校長）で開

催されました。
　講師は町人権擁護委員の金井典子さん、芳藤啓順さんが
務めました。児童は、それぞれの個性やいじめなど身近な
人権問題をテーマにしたＤＶＤを視聴したり、グループワ
ークなどを通して人権への理解を深めました。

人権について考える
人権教室を開催

人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
児
童

７月５日

　認定こども
園ましゅう
（鈴木幸榮園
長）は７月５
日、子育て支
援センター
「ひなたぼっ
こ」のこども

たちと一緒に七夕まつりを行いました。
　先生方から七夕の由来を聞いたあと、園児全員で「たな
ばたさま」を歌い、クラスごとに彦星と織姫が描かれたか
ごに玉入れを行いました。元気で大きな声で歌ったり、一
生懸命玉入れをする園児を見ることができました。

願いが叶いますように
七夕まつりを実施

一
生
懸
命
玉
入
れ

７月19日

　町選挙管理委員会の平
田くに子さんが５月16日、
室蘭市で行われた北海道市
町村選挙管理委員会連合会
（白井暢明会長）定期総会に
て北海道市町村選挙管理委
員会連合会表彰を受賞しま
した。
　平田さんは、町選挙管理

委員会委員として４年、委員長職務代理者として令和２年
から現在まで務め、長年にわたり、適正な選挙の管理執行
と公正な選挙啓発に寄与した功績が認められ、今回の表彰
となりました。７月19日には、町公民館を訪れ、伝達式が
行われました。

長年にわたり選挙管理委員会委員として貢献
北海道市町村選挙管理委員会連合会表彰を受賞
今
回
受
賞
し
た
平
田
さ
ん
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６月25日

　太平洋戦争中の
１９２５年（ 昭 和20
年）、北海道援農勤労
報国隊として本町に
派遣された岩手県久
慈農林学校（現・久慈
東高校）の生徒をたた

える援農の碑記念式が６月25日、摩周観光文化センター敷
地内の同碑前で行われました。
　同碑は、生徒たちの功労を忘れず感謝していこうと
１９８９年６月25日に建立しました。式典は、関係者で組
織する「６・25会」が中心となって毎年行っています。先人
たちが愛した「北上夜曲」に思いを込めて、参列者の斉唱が
響きました。今年は町内の関係者15人が出席し、生徒たち
の功労や苦労に思いをはせました。

援農への思いをつなぐ
援農の碑記念式を開催

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

６月26日

　発達っこママの会
（鈴木茜会長）は、６月
26日、「自閉スペクトラ
ム症の子どもとのコミ
ュニケーション」と題
した講座を町社会老人
福祉センターで行いま
した。本講座は、自閉ス

ペクトラム症を持つ子どもへの理解や支援の方法を学ぶ
ことを目的に開催されたもので、今回２回目の講座となり
約30人が参加しました。講師はＮＰＯ法人ふわり統括施設
長高野幸子さんで自発的に感情を伝えると良いことがあ
ったと小さい頃から経験させることが大切だと話してい
ました。次回は、８月７日㈬開催とのことでした。

自閉スペクトラム症への理解
自閉スペクトラム症連続講座を開催

講
座
の
様
子

　弟子屈高校（高野龍
彦校長）は６月27日、生
徒に自身のあり方や生
き方を振り返り探究力
を高めてもらうことな
どを目的に、ロコ・ソラ
ーレの鈴木夕湖選手を

特別講師として招き、講演会を実施しました。
　鈴木選手は、旧常呂町出身で北京五輪で銀メダルを獲得
するなど活躍しており、チームが大切にしていることとし
て、「コミュニケーション」と「失敗を失敗にしない」の二つ
をあげました。話しやすい雰囲気づくりや試合に負けた
後、「あの負けがあってよかった」といえるように反省を生
かして強くなりたいと話し、生徒たちは世界の大舞台で活
躍する選手の話に耳を傾けていました。

自身のあり方や生き方を振り返る
ロコ・ソラーレ鈴木夕湖選手が講演会を実施

講
演
を
行
っ
た
鈴
木
選
手

６月27日

　弟子屈町内郵便局
（弟子屈・美留和・屈斜
路）でクリーン作戦と
して６月30日、弟子屈
市街地から美留和に続
く町道沿いのゴミ拾い
を行いました。

　この取り組みは、地域貢献と６月の環境月間に合わせて
毎年行っているもので、各局の社員14人が参加をしまし
た。約２㎞ の距離を火ばさみなど使用し、空き缶やペット
ボトルなどを拾い集めました。
　参加した社員は「去年よりゴミがとても少なかった。観
光客にきれいな町であることをＰＲできたらいい。」と話
していました。

町をきれいに
クリーン作戦を実施

参
加
し
た
郵
便
局
の
皆
さ
ん

６月30日

　川湯保育園
（番場新一郎
園長）は６月
28日、歩き遠
足を実施しま
した。
　０～２歳児
は、旧園舎の
園庭に行き、

林で自然探索を行い、３～５歳児は、川湯の街を知るため
に大鵬相撲記念館を見学し、硫黄山まで歩きました。
　天候にも恵まれ、汗をたくさんかいた園児たちは、美味
しいお弁当を食べ笑顔がたくさん見られました。

川湯を知ろう
川湯保育園で歩き遠足を実施

硫
黄
山
で
記
念
撮
影

６月28日
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